


















































Consideration of Operetta Creation for Early Children:A Fairy Tale Operetta “Dom-Brako” Influenced by the 
Reception of Opera in the Meiji Era and the Blending of Japanese and Western Music Education
Hironori WATANABE
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フリードリッヒ・フォン・フロトー Friedrich von 
Flotow（1812-1883）作曲の《マルタ Martha》、ガ
エターノ・ドニゼッティ Gaetano Donizetti（1797-

































































































グルック Christoph Willibald Gluck（1714-1787）

























































































































































1921）作曲の《ヘンゼルとグレーテル Hänsel und 
Gretel》、ヴォルフガング・アマデウス・モーツァ
ル ト Wolfgang Amadeus Mozart（1756-1791）作
曲の《魔笛 Die Zauberflöte》、ジャコモ・プッチー
ニ Giacomo Puccini（1858-1924）作曲の《トスカ 
Tosca》《蝶々夫人 Madama Butterfly》、ヴィンチェ
ンツォ・ベッリーニ Vincenzo Bellini（1801-1835）
作曲の《夢遊病の女  La Sonnambula》などを上演し
た。またオペレッタ上演では、ジャック・オッフェ
ンバック Jacques Offenbach（1819-1880）作曲の
《天国と地獄 Orphée aux Enfers》、フランツ・フォ










































































































































































10） ドイツ語のタイトルは《Orpheus und Eurydike》
であることから、《オルフォイス》と訳されるこ
ともある。
11） 大西（2018）p.117
12） 吉本（1997）p.170
13） 中村（1980）p.292
14） 中村（1980）p.297
15） 吉本（1997）p.171
（図7）《ドンブラコ》裏表紙部分。北村季晴（1912）
「ドンブラコ」共益商社（国立国会図書館デジタルコレクション）
（図9）《ドンブラコ》「登場者及び其聲部別」。北村季晴（1912）
「ドンブラコ」共益商社（国立国会図書館デジタルコレクション）
（図8）《ドンブラコ》「はしがき」。北村季晴（1912）
「ドンブラコ」共益商社（国立国会図書館デジタルコレクション）
渡邉寛智：黎明期の子どものためのオペレッタ創作についての考察
－明治期のオペラ受容、和洋折衷の音楽教育の影響を受けたお伽歌劇《ドンブラコ》－
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参考・引用楽譜
北村季晴（1912）「露営の夢」共益商社「筑波大学附
属図書館蔵」
北村季晴(1912)「ドンブラコ」共益商社「国立国会
図書館デジタルコレクション」
（受稿　2020年9月30日，受理　2020年11月4日）
16） 増井（2003）p.58
17） 中野（2017）p.352
18） 増井（2003）p.82
19） 増井（2003）p.117
20） 中村（1980)p.296
21） 中野（2017）p.361
22） 大西（2018）p.339
23） 澤崎（2004）p.468
24） 現代語に要約している。
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